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中小企業支援に関する取組（概要）

Ⅰ. 中小企業支援に関する弁理士の知識・能力の強化

Ⅲ. 中小企業支援に関与する他機関や他専門家と弁理士との連携強化

Ⅱ. 弁理士へのアクセス性やマッチング機能の向上

（１）これまでの取組
◆弁理士知財キャラバンの実行

（２）効果検証を踏まえたカイゼンの現状
（３）効果検証を踏まえた今後の取組予定

課題

①コンサルティングの能力を有する弁理士を探すことができない。
②訪問先企業の評価は高いが、業績向上の効果は必ずしも得られなかった。
③現状の育成カリキュラムだけでは、中小企業支援に必要なスキルを習得で
きない。

（１）これまでの取組
◆弁理士ナビの提供・改修
◆常設知的財産無料相談室の提供
◆短中期広報戦略に基づく活動

（２）効果検証を踏まえた今後の取組予定

（１）これまでの取組
◆弁理士絆プロジェクト ～金融機関との絆～
◆ 〃 ～企業との絆～
◆ 〃 ～他士業との絆～
◆知財総合支援窓口等への会員推薦

（２）効果検証を踏まえた今後の取組予定

課題

①弁理士ナビの絞り込み検索が不十分。
②弁理士ナビの登録項目が不十分。＝スキルの見える化が不十分。
③中小企業等向けサービスを展開しても認知度が低いため、利用につながり
にくい。

④コロナ禍を受け高まるオンライン面談のニーズに応える必要がある。

課題
①連携強化のためのサービスメニューの充実が必要。
②関係機関への働きかけが不十分。
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課題 仮説（課題の原因）

①コンサルティングの能力を有する弁理士を探すこと
ができない。 a)能力を有する弁理士の見える化が不十分。

②訪問先企業の評価は高いが、業績向上の効果は必ず
しも得られなかった。

b)訪問回数が足らないため、十分な成果がでていない
場合がある。

c)ビジネスモデルによっては、知財のテコ入れが功を
奏しない場合がある。

③現状の育成カリキュラムだけでは、中小企業支援に
必要なスキルを習得できない。

d)研修で得た知識を実践するためのＯＪＴ機会がない。

e) 中小企業支援に必要な基本スキルや提案書起案スキ
ルの習得ができていない（育成カリキュラムだけで
は足りない）。

f)他の専門家と連携したチームでの支援も検討すべき。

【効果検証（２／2）】

（１）これまでの取組
Ⅰ．中小企業支援に関する弁理士の知識・能力の強化
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（３）効果検証を踏まえた今後の取組予定

仮説（課題の原因） アクションプラン
a)能力を有する弁理士の見える化が不十分。  「弁理士ナビ」の改修（後述）

b)訪問回数が足らないため、十分な成果が
でていない場合がある。

 「弁理士知財キャラバン」を継続

c)ビジネスモデルによっては、知財のテコ
入れが功を奏しない場合がある。

 当会開催の「ビジネスプランコンテスト」を継続
 外部開催の「ビジネスプランコンテスト」との連携を検討

d)研修で得た知識を実践するためのＯＪＴ
機会がない。

○弁理士知財キャラバン等でのOJTの機会を増加
 中小企業支援機関への働きかけによって、派遣先発掘
（例：金融機関、商工会議所、よろず支援拠点 等）

 ビジネスプラン応募企業（落選企業含む）への弁理士知財キャラバンの実行

e)中小企業支援に必要な基本スキルや提案
書起案スキルの習得ができていない。

○中小企業支援に特化した講座の設置
 中小企業支援に必要な基本スキル習得講座
 提案書起案・添削型講座

f)他の専門家と連携したチームでの支援も
検討すべき。

○士業間連携を引き続き強化
 他士業交流会を継続実施
 ビジネスプランコンテストにおいて、中小企業診断士とさらなる連携の強化
 弁理士知財キャラバンにおいて、他専門家との連携を試行

Ⅰ．中小企業支援に関する弁理士の知識・能力の強化










